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総人口・総世帯数・1世帯あたり人員の推移

〇総人口はH22年をピークに、Ｈ27年から減少に転じている。
〇総世帯数は増加が続き、１世帯あたり人員は減少が続いている。

出典：国勢調査（平成17年以前は富山市を構成する旧市町村の合計値）
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〇R2年:年少人口（0～14歳）11.7％、生産年齢人口（15～64歳）58.3％、老年人口（65歳以上）30.0％
〇年少人口の減少傾向と老年人口の増加傾向が継続。

出典：国勢調査（平成17年以前は富山市を構成する旧市町村の合計値）

※令和2年は不詳補完値。平成27年以前の総人口には年齢不詳分の人口も含まれるため、年齢3区分別人口の各数値を合計しても、総人口と一致しない場合がある。

年齢3区分別人口の推移
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〇H16年までは「自然増」、H17年から「自然減」。
〇「自然減」に転じて以降、出生数と死亡数の差は拡大。 → 人口減少が加速度的に進む

人口の自然増減（出生数・死亡数）の推移

出典：「富山県人口動態統計（保健統計）」（平成17年以前は富山市を構成する旧市町村の合計値）
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〇近年は「転入超過」の傾向。
〇転入者数、転出者数ともに、H26年以降、増加傾向（コロナ禍で一旦減少）。

人口の社会増減（転入者数・転出者数）の推移

出典：「富山県の人口」 ※各年とも前年10月1日～該当年9月30日までの値



719 

1,017 

1,356 

188 

-37

-140

182 

488 

177
255

205

-151

140
68

-5

-148
-194

-64

-180

-98

-103
-165 -181

-100

(400)

(200)

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

全数

若年（15～34歳）日本人男性

若年（15～34歳）日本人女性

出典：「富山県の人口」 ※各年とも前年10月1日～該当年9月30日までの値

(人)

〇全体では「社会増」の傾向
〇若年世代、特に若年日本人女性の転出超過が続いている。

若年世代の社会増減の推移
社会増減／年 内、15～34歳

男性 184人 68人

女性 ▲52人 ▲136人

合計 132人 ▲68人

人口の社会増減（日本人）
（H27.10.1～R5.9.30の８年間の平均）



〇第２次ベビーブーム（S46～49年）から急激に減少。H17年頃から回復傾向にあったが、近年は減少傾向。
〇本市:H18年から全国、富山県を上回る傾向が続く。

合計特殊出生率の推移

出典：人口動態統計（厚生労働省）、富山県保健統計、富山市統計書
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〇男女ともに年々増加。男性は女性と比べ、未婚率が高い。
〇本市の未婚率は、男女ともに全国よりやや低い。

男性の未婚率の推移 女性の未婚率の推移

出典：国勢調査 ※平成27年と令和2年は不詳補完値



〇男女ともに高年齢化。H27年以降は横ばいで推移。
〇富山県は全国平均よりわずかに下回っている。

出典：人口動態調査

平均初婚年齢の推移
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将来住みたい場所 住みたい場所を選んだ理由
（複数回答）

〇「富山市に住みたい」が47.9％
〇住みたい場所を選んだ理由は、「家族・友人がいるから」が最も多い。



〇「現在結婚している」が59.7％。
〇「結婚している」「結婚の予定がある」「いずれは結婚したい」を合わせた割合は、25～29歳が最も多く
85.5％。

性別・年代別 結婚状況・将来の結婚希望



〇「いずれは結婚したい」方の結婚希望時期は、「25～29歳まで」が30.3％
〇未婚者の結婚していない理由は「適当な相手に会う機会がないから」、
「自由さや気楽さを失いたくないから」、「経済的に余裕が無いから」が多い。

結婚を希望する時期 結婚していない方の結婚していない理由
（複数回答）



〇理想の子どもの人数は「２人」が44.0％と最も多く、平均値は2.39人。
〇実際に欲しい子どもの人数は「２人」が41.7％と最も多く、平均値は2.29人。

平均:2.39人
前回（R1）:2.40人

平均:2.24人
前回（R1）:2.29人

※平均値：「0人」、「わからない」、「無回答」を除いた回答の平均値

理想とする子どもの人数 実際に欲しい子どもの人数



〇「収入の増加」が60.4％と最も多い。
〇次いで、「子育て・教育にかかる費用負担の軽減」が49.3％、「安定した職の確保」が33.3％。

理想の子どもの人数を実現するために必要なこと





〇中期的な視点では人口減少の「緩和」が、⾧期的な視点では人口の「定常化」が重要
〇地域経済の発展を支える「生産年齢人口」、「年少人口」の構成割合の改善も重要

総人口の将来見通し

【目標人口】
令和52（2070）年の人口32万人程度
令和82（2100）年の人口30万人程度






